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Ⅰ　はじめに

浅い解析（Shallow Parsing）（［１］～［８］）
とは，文を構成する字句あるいは語句を，その並
びに沿って順次走査し，簡単なラベル（語句識別
子）を付与しつつ語句を分節する処理である．文
の句構造や依存構造の認識や解析には立ち入らな
い．このような単純さのゆえに，広範囲の文形の
取り扱いが可能になり，解析に失敗する事態を微
小に抑えられる．対象言語の特性に対する依存性
から独立できる，といったような頑健性を担保で
きる（Kinyon, A. （2001））．

頑健性を入手した代償は，詳細な言語的知識，
文構成情報が入手できないことである．

浅い解析は，プログラミング言語の字句解析（綴
りや形式の検査），ワードプロセッサにおける入
力（アルファベット列やひらがな列）の綴りの誤
り検査と訂正，などに効果的に利用されている．

このように浅いレベルでの形式検査に適してい
るので，文の意味解析のような深い解析には使え
ないと考えられてきた．この考え方は決して間
違っていないのであるが，本論文では，浅い解析
処理を出発点として，俳句のような断片文の意味
解釈に接近する方法について検討する．考察する
方法の眼目は，語のオントロジー知識，および語
と語を接続する助詞の精細な弁別である．

浅い解析を出発点とする理由は，下記のように
要約できる．
１） 俳句のようにきわめて短い断片文には，元

来，主語＋補語，述語＋対象，主体＋修飾
（限定），といったような完成した文構造が

存在しない．したがって，句構造解析や依
存構造解析（［９］～［14］）を行う意義が
希薄である．

２） 俳句のごとき断片文を構成する，語句に何
らかの標識（ラベル）を付与した記号列を
出力し，記号列の解釈を後続する何らかの
処理に託するのが妥当である．

３） 後続する何らかの処理は，必然的に語句の
意味あるいは語用論的効果の推定処理とな
る .推定には歳時記などのオントロジー知
識を利用するが，これについては後の章で
述べる．

Ⅱ　俳句の形式的意味

俳句を形式的に解釈するとは，つまり俳句の意
味を形式的に捕えることである．本論文では下記
のように，「核文の抽出（同定）」と「核文の間の
意味的関係の推測（概略的同定）」という２段階
形式で，形式的意味を捉えている（新田義彦
（2012-3）および新田義彦（2013-2））．

俳句文をＨとする．
１） Ｈから，対峙する２つの核文Ｋ１とＫ２を

抽出すること，
そして
２） 核間関係Ｒを導出すること．
　俳句の（函数型文法による）形式的解釈は，

Ｈ＝Ｍ（Ｋ１，Ｒ，Ｋ２）
のように表すことができる．
解釈の逆は，生成である．俳句は２つの核文Ｋ
１とＫ２から，関係Ｒを加味して形式的に生成す
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ることができるとも言える．
つまり俳句の生成は，核文Ｋ１とＫ２にメタ文

Ｍ（ ）を適用する（＝作用させる）ことである．
Ｋ１およびＫ２は，俳句Ｈと比べると理解しや

すい平易な単純文である．したがって，上記の変
換は，平易な核文を，風雅に凝縮された俳句に翻
訳する過程，と見なすこともできる．この翻訳は，
同一言語内翻訳（つまり書き換え）である．

逆に俳句Ｈから　核文Ｋ１とＫ２，そして核間
関係Ｒを抽出することは，俳句Ｈに　メタ文Ｍ（）
の逆函数　Ｍ－１（ ）つまり　invM（ ）を施すこ
とに相当する．

invM：H　→（Ｋ１，Ｒ，Ｋ２）
逆函数 invM（ ）を導出することがすなわち俳句
の形式的解釈となる．

俳句の形式的解釈は，実は俳句の翻訳とも見な
せる．この場合，翻訳は同一言語内翻訳であって
も異言語（たとえば英語）への翻訳であってもよ
い．要するに限界まで凝縮変形されている擬似文
を，通常の文や平易な文に還元することが，すな
わち翻訳である．

再論してまとめると，
Ｈ＝Ｍ（Ｋ１　Ｒ　Ｋ２）

という変換により，自明の意味を持つ核文Ｋ１お
よびＫ２から，美的に凝縮された俳句Ｈが翻訳出
力される．

核文の異言語への翻訳結果 Tran（Ｋ１）や
Tran（Ｋ２）を経由して，もとの俳句Ｈの異言
語への翻訳 Tran（Ｈ）を形式的に入手すること
も可能である．この場合は，俳句の形式的意味解
釈を，異言語により行ったと見なすことができる．

具体例を示す．
１）古池や蛙飛び込む水の音
 松尾芭蕉　（春）

人口に膾炙しているので，取り上げた．古来や

かましく言われるほどの名句ではないと考える専
門家も少なくない（伊藤正雄（1976-4）p.28）．筆
者の評価は保留するが，俳句の構造を語るときに
は便利な句であることは間違いない．
（伊藤正雄（1976-4）p.28）はさらに，この古池

の句について「芭蕉の俳諧がもはやいはゆる滑稽
の域を脱皮して，自然を素直に詠む後世の俳句の
性格をはっきり示しているところに歴史的価値が
あるといへよう」と述べている．つまり名句とは
思わぬが，「自然を詠む」という俳句の方向性を
確立した句として高く評価すると述べている．
２つの核文Ｋ１とＫ２は：
Ｋ１＝古池がある（見える）
Ｋ２＝ 蛙が池に飛び込む水音がする（聞こえる）
Ｒ　＝ Ｋ２という事象の場所（場面）をＫ１が

表現．
上記のＲの解釈は常識的で妥当に思われるが，

そうではない超現実的な解釈も許容される．俳句
は仮想空間を展開する芸術であるから，自由な解
釈を必然的に誘起する．

２）菖蒲葺く古きしきたり今何処
 透舟（初夏）
Ｋ１＝ （初夏には）（屋根に）菖蒲を葺くとい

うしきたりがあった
Ｋ２＝ 古いしきたりは何処かに行ってしまっ

た .
Ｒ　＝ Ｋ１をＫ２が言及（回顧）している．

３）夏立つや光も風もみどり色
 透舟（初夏）
Ｋ１＝夏立つ（夏が来た）
Ｋ２＝光も風も緑色に見える
Ｒ　＝ Ｋ１と判断する理由をＫ２が述べる．

２）と３）は，文字通りの拙句であるが，説明
しやすいので記載した．



（ 139 ）浅い解析を出発点とする俳句の形式的解釈（新田）

− 75 −− 74 −

４）軒を出て犬寒月に照らされる
 藤沢周平［20］
Ｋ１＝犬が軒を出る
Ｋ２＝犬が寒月に照らされる
Ｒ　＝ Ｋ１という事象の結果がＫ２である，Ｋ

１とＫ２が時系列で並んでいる．

５）桐の花踏み葬列が通るなり 同上
Ｋ１＝葬列が桐の花踏む
Ｋ２＝葬列が通る
Ｒ　＝ Ｋ１とＫ２が同時に起きる．

６）死火山の朱の山肌冬日照る 同上
Ｋ１＝死火山の山肌は朱色
Ｋ２＝死火山の山肌に冬日が照る
Ｒ　＝ Ｋ１とＫ２が並列して［死火山を］描写．

７）風出でて雨后の若葉の照りに照る 同上
Ｋ１＝風が出る
Ｋ２＝雨后の若葉が照りに照る
Ｒ　＝ Ｋ１とＫ２が並列して［若葉を］描写 ,

Ｋ１が原因でＫ２が結果と観るも可．

８）聖書借り来し畑道や春の虹 同上
Ｋ１＝聖書を借りて来る
Ｋ２＝畑道を歩く
Ｋ３＝畑道に春の虹がかかる
Ｒ　＝ Ｋ１，Ｋ２，Ｋ３すべて［聖書と作者を

めぐる］描写 ,情景描写から作者の思念
が滲み出ている．

Ⅲ　断片文の浅い解析

俳句のような断片文の解析は，語の列を左から
右に走査して，適当な単位に切断しラベル（標識）
を付与するという形式で行う．句構造のような立
体的構造の認識（抽出）は行わない．頑健かつ単
純な言語処理であるので，パターンマッチング処
理，あるいは有限状態マシン（FSM）により実

行できる（Saraki, M. and Nitta, Y. （2005））．
浅い解析処理プログラムの概略は下記のように

要約できる．プログラムは現段階で未完であるの
で，解析実験は手作業（思考実験）で行っている．

第１ステップ：断片文（俳句）Ｈを入力する．

 第２ステップ：文節（内容語＋機能語）に切断し，
それに品詞ラベルを付与する．この処理には既存
のソフトウェア（たとえば茶筅）などの利用を考
えている．

 第３ステップ：文節＋品詞の列を，文節＋意味的
役割子の列に変換する．この変換においては，品
詞列と意味的役割子列の対応規則（パターン規則）
を参照する．品詞情報には，語の意味分類コード
などが含まれている．

 第４ステップ：文節＋意味的役割子の列を，２つ
の核文Ｋ１とＫ２に分割する．核文には意味分類
コードを付与する．核文の個数は，１個であるこ
と（つまりＫ１だけ）もあり得る．また，核文が
３個（つまりＫ１，Ｋ２，Ｋ３）存在することも
稀にある．

 第５ステップ：核文Ｋ１（意味分類コード）と核
文Ｋ２（意味分類コード）から，その関係Ｒを推
論する．推論には核文関係パターンの推論規則お
よび背景知識を使う．

 第６ステップ：Ｋ１＋Ｒ＋Ｋ２から，平文Ｓを合
成（生成）する．このＳが，当初の俳句（断片文）
Ｈの形式的解釈である．

以下に，意味的役割子コードの例を，表１とし
て与える．品詞分類コードおよび意味分類コード
の表示は省略するがその部分は，例題で示す．
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表１　rvd 意味的役割子（Semantic Role Marker）（新田義彦（2003-10）から引用）
意味的
役割子

コード
（略記号） 内容・説明 用例（該当部分にアンダーライン）

行為者
Ａ
Agent

動作の主体，状態の主体（無
生物主語を含む）．

A flat base on which anything rests is called ・・・
The policeman caught a thief.
She has a dream that her son ・・・

対象
Ｏ
Object

属性の主体，動作の対象，
状態変化の主体．

・・・produces a current of air・・・
・・・lose strength ・・・
・・・make sounds by sending air through

補格・同格
Ｃ
Complement

記 述 対 象 の 状 態，様 態．
Agent, Objectの補格または
同格．

He is the mayor of our city.
Having to do with France ・・・
・・・ as an idiot ・・・

関係［者］・
［関］与格

Ｒ
Relating

行為者，対象と何らかの関
係を持つ物，人，事など．

According to the radio news, today’s weather is partly 
rainy・・・

道具
Ｉ
Instrument 手段，道具，原因，条件など．・・・taking pleasure in giving pain to others・・・destroys with an explosion・・・

始発点
Ｓ
Source 状態変化の始点，初期状態． The spy came from the cold country.

They make cheese out of milk.

到達点
Ｇ
Goal

状態変化の終点，結果（受
益者を含む）．

…make angry,　 …go to bed,
…catch up with them,
a piece of ground prepared for plants

場所
Ｌ
Location

（G, S以外で）動作の行われ
る／状態の存在する場所．

a small vessel for traveling on water
・・・being on the inside
・・・stay here for a few seconds

時間
Ｔ
Time

動作の行われる，または状
態の存在する時間・時刻．

We will stay at this hotel for six weeks.
I watched TV from ten to twelve o’clock.
…get up at 6 a. m. sharp

目的
Ｐ
Purpose 動作の目的． …travel by boat for pleasure

They stopped to smoke.

状況・事態
Ｘ
Situation
Event

上記以外の状況を示すもの． a man who is rough and rude in speech and manner
We all are in the same situation.

程度・様態
Ｄ
Degree
Mode

動作・状態・状況の程度や
様式を示すもの．

This material should be treated with the highest 
carefulness, because it explodes very easily.
Take it as much as possible.
You can hit me, if I am wrong, but very gently.

修飾・限定
Ｍ
Modification
Constraint

主 体，対 象，補 格，場 所，
時間，など他の深層格に修
飾や限定を施すもの．本来
は深層格を持たぬと見なせ
るが，処理の便宜を考慮し
て付与．

A naughty boy was playing with a jackknife.
“naughty”は“boy”を修飾している．
You must report here tomorrow at seven sharp.
“sharp”は”seven”を限定・修飾している．
His teacher was an irresistibly attractive lady.

註：以下は　本研究において暫定的（試験的）に追加した　意味的役割子（Semantic Role Marker）である．

原因・理由
Ｗ
Wake（わけ） 動作の原因と理由． Bring my umbrella, as weather is threatening.

Please treat me to a lunch; Today I am short of money.

結果・帰結
Ｋ
Kekka（結果） 動作の結果と帰結．

The robbery shot a clerk to death.
He has lived his life in virtuous penury and finally was 
starved to death.
She studied very hard and as a result passed the 
qualifying examination.
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Ⅳ　断片文の解析例

１）雪残る頂（いただき）一つ国境（くにざかい）
 正岡子規

　（雪残る，Pred）（頂一つ，Ａ）（国境，Ｌ）
Ｋ１＝雪が残る頂が一つある（見える）
Ｋ２＝［見えた場所は］国境である
Ｒ　＝事象Ｋ１発生のした場所がＫ２

Ｓ　＝国境から雪がまだ残る山頂が一つ見えた．

言外の意味，感懐は形式的意味処理では導出で
きない．ある種の爽快感，見晴の良さといった感
覚も形式的には導出できない．

２）些事大事あまさず告げぬ新社員
 岩瀬善太
　 （些事大事，Ｏ），（あまさず告げぬ，Pred），（新

社員，Ａ）
Ｋ１＝些事も大事もまさず［上司に］伝える
Ｋ２＝新社員である

Ｒ　＝ Ｋ２がＫ１という動作をする／事件を引
き起こす

Ｓ　＝ 新社員は些事も大事も漏らさず（取捨選
択・重みづけすることなく）［忠実に上
司に］伝える．

新入社員の初々しさ，四月業務開始時期の会社
のオフィスの雰囲気，といった感覚の理解は形式
的処理の埒外である．今どきの新社員は業務のエ
キスパートとしての行動第一であるから，このよ
うな初心な伝達行動はとらぬかもしれない．

３）うきわれをさびしがらせよ閑古鳥
 松尾芭蕉
　 （うきわれ，Ｏ）（さびしがらせよ，Pred）（閑

古鳥，Ａ）

言外に（我，Ａ）（頼む，Pred）（さびしがら
せてくれること，Ｏ）（閑古鳥，Ｐ）が存在する．
浅い処理が苦手とする階層性である．
Ｋ１＝我は憂いている
Ｋ２＝ （その我をさびしがらせてみなさい．さ

びしがらせて憂さを晴らしてください．
と郭公に頼む．

Ｒ　＝ （Ｋ１の解決をＫ２で図っている．
Ｓ　＝ （郭公よ，退屈している我にさびしいと

いう感情を引き起こして憂さを晴らして
ください．

ひらがなだけの連鎖文は，浅い解析が苦手とす
る．

４）片影の伸びて往診終わりけり
 中村四峰
　 （片影，Ａ）（伸びている，Pred），（往診，Ａ）
（終わりけり，Pred）
Ｋ１＝片影が伸びている
Ｋ２＝往診が終わった
Ｒ　＝事象Ｋ１とＫ２は併存（随伴）している．

Ｓ　＝ 道に片影が伸びる頃，ようやく往診が終
わった（やれやれ疲れたなあ）．

今は昔の往診ではあるが，仕事を終えて少し
ほっとした気持と心地よい疲れがさりげなく詠み
込まれている．このような感懐（解釈）も形式処
理の埒外である．上記のＳは実は形式的解釈では
ない．

５）吹きとばす石はあさまの野分哉
 松尾芭蕉
　 （吹きとばす，Pred），（石，Ｏ）（あさまの

野分，Ａ）
Ｋ１＝石を吹き飛ばしている
Ｋ２＝吹き飛ばしている主は浅間の野分である
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Ｒ　＝Ｋ１への追加説明をＫ２が与える．

Ｓ　＝あさまの野分が石を吹き飛ばしている．

野分，秋の強風の猛威を浅間の山裾で見た感懐
が，躍動感をもって詠み込まれている．形式的処
理では躍動感は抽出できない．文の叙述構造の抽
出は比較的平易な形式処理になじむ．

６）鴨の背に小さき広さありにけり
 今富節子［21］
　 （鴨 の 背，Ｌ）（小 さ き 広 さ，Ａ）（あ る，
Pred）

Ｋ１＝鴨の背を見ている
Ｋ２＝鴨の背に小さな広さがある
Ｒ　＝Ｋ１の結果Ｋ２に気付いた．

Ｓ　＝ 鴨の背には小さな広さがあることに気が
付いた．かわいいと思う .

生きとし生きるものの愛おしさを，小さな背中
から観照した句である ..局所を描写して生命現象
の極大を語る手腕は見事 .そこはかとない哀感の
薄い味付けも見事．

７）割箸の少し抗う秋の風 同上
Ｋ１＝割箸が［割られまいとして］少し抗う
Ｋ２＝秋の風が吹く
Ｒ　＝ 事象Ｋ１発現しているとき事象Ｋ２が発

生した

Ｓ　＝ 秋の風が吹いている食事時，なぜか割箸
が割りにくい．

８）匂ひなきことのうれしき桜かな 同上
Ｋ１＝桜には匂いがない
Ｋ２＝Ｋ１をうれしく感じる
Ｒ　＝事象Ｋ１の結果Ｋ２が発現

Ｓ　＝ 桜には匂いがないが，それを好もしく感
じる．匂いを発散させないのは散り際が
潔い桜に相応しい .

９）一枚をゆらしてあそぶ芋の露 同上
Ｋ１＝一枚の芋の葉を揺らして遊んでいる
Ｋ２＝露が芋の葉の上で遊んでいる
Ｒ　＝事象Ｋ１はＫ２の結果である

Ｓ　＝ 芋の葉が揺れているが，それは葉の上で
露が遊んでいるからだ．

Ｖ　断片文解釈の背景知識

俳句のような断片文を，文法的要素が完備した
通常文のように解釈できる理由は，背景知識の参
照にある．背景知識は歳時記や辞典のようなオン
トロジーにより与えられる．成文化しているオン
トロジー以外に，句作者がもつ人生経験のような
無定形な物語知識も重要である．

形式的解釈の観点から，個々の句作者の持つ人
生物語を集成することは難しいが，その断片を内
省的に推量して描写することは可能である．その
ごく一部を素描すると下記のようになる .

鴨　←　 カモ目カモ科の鳥のうち，比較的小形
の水鳥の総称［広辞苑　第５版］．

　　←　季語　冬
　　←　 小さい生き物　←　けなげに生きる　

←　愛しく思う

割箸　←　 下端から半ばほどの所まで割れ目を
入れ，使うときに割って２本とする
箸．杉・竹などを用いる［広辞苑　
第５版］．

　　　←　 ２つに割れぬと困る．食事の妨げに
なりじれったく感じる．

桜　　←　 ・・・春，白色・淡紅色から濃紅色
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の花を開く .八重咲きの品種もある．
古来，花王と称せられ，日本の国花
とし，古くは「花」といえば桜を指
した．・・・［広辞苑　第５版］

　　　←　 堂々とした花の王様であるが，通常
の花の美質の基本的特徴であるはず
の匂い・香りを周囲に振り撒かない .

　　　←　 それを［散り際の潔さと共に］好も
しく奥ゆかしく感じる．

芋　　←　 葉　　←　露をのせている
　　　　　←　ゆれる　（俳句的な情景の典型）

Ⅵ　おわりに

俳句のような日本語断片文は，完備した文法的
属性を具備していないので，伝統的な構文解析処
理にはなじまない．浅い語句解析により，意味的
役割子を付与する処理の方が有効であることを論
じた．そして得られた意味的役割子列から，２つ
の核文Ｋ１とＫ２を抽出すること，２つの核文Ｋ
１とＫ２の意味的関係Ｒを推定すること，そして
最後にＫ１＋Ｒ＋Ｋ２から，背景的知識を参照し
つつ形式的意味解釈が可能であること，を論じた．

今後は，意味的役割子列から，核文 Kiを抽出
同定するためのパターン規則の完備化，核文間の
関係Ｒの推定に必要なパターン規則の整備，背景
的知識の体系化などを推進したい．
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